
令和３年度　決 算 報 告
地方自治法第233条第6項の規定により、令和３年度決算の概要を住民のみなさまにお知らせします。

令和３年度　一般会計・特別会計決算
会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引 備　　考
一　般　会　計 39億　269万円 36億2,487万円 2億7,782万円 翌年度へ繰越

特
別
会
計

国民健康保険 10億2,502万円 10億3,217万円 △715万円 繰上充用金で補填
下水道事業 2億5,723万円 2億5,723万円 0万円

介護保険（保険事業勘定） 7億4,996万円 7億3,993万円 1,003万円 翌年度へ繰越
後期高齢者医療 1億1,012万円 1億　969万円 43万円 翌年度へ繰越
合　　　　計 60億4,502万円 57億6,389万円 2億8,113万円

区　　　　分 金　　　額
一　 般　 会　 計 2,822,982
特　 別　 会　 計 2,028,421

区　　　　分 前年度末現在高 決算年度中増減額 決算年度末現在高
財 政 調 整 基 金 665,709 98,405 764,114
減 債 基 金 485,059 69 485,128
公営住宅管理運営基金 92,908 20 92,928
地 域 福 祉 基 金 65,800 0 65,800
文 化 振 興 基 金 30,500 0 30,500
ふ る さ と 基 金 14,845 4,367 19,212
森林環境保全基金 776 540 1,316
介護給付費準備基金 75,861 34,018 109,879
合　　　計 1,431,458 137,419 1,568,877

町が国などから借り入れる借入金で
あり、その行為を起債といいます。
主に下水道事業等の長期に渡り、継
続的に取り組んでいる事業に充当さ
れます。

一般会計歳入内訳 一般会計歳出内訳

その他
2億3,280万円　6%

その他
1億6,443万円　5%

補助費等
3億2,959万円
9%

扶助費
5億5,171万円

15%

繰出金
4億5,758万円

13%

普通建設事業費
1億2,815万円
4%

公債費
3億4,280万円　
9%

物件費
6億8,913万円

19%

人件費
9億6,148万円

26%

町債
2億3,239万円　6%

使用料及び手数料
8,074万円　2%

繰越金
1億5,620万円
4%

県支出金
1億7,815万円 4%

国庫支出金
5億3,453万円

14%

地方消費税交付金
1億4,763万円　4%

地方交付税
16億2,953万円

42%

町税
7億1,072万円

18%

町債とは

基金内訳 （単位：千円） （単位：千円）町債内訳
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令和３年度における主な事業の状況

令和３年度 安堵町水道事業会計の決算概要

地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づく財政健全化判断比率を公表します。

健全化判断比率

安堵町の財政は令和３年度も各指標とも総務省の財政健全化基準を上回りませんでした。

早期健全化基準を上回ると早期健全化団体となり、財政健全化
計画を策定し、自主的に財政の早期健全化に向けた取組を行わ
なければなりません。

〇総合計画・総合戦略策定事業� 2,844千円
　（令和２年度から継続）
〇戸籍システムクラウド化事業� 16,500千円
〇道路台帳見直し事業� 6,930千円
〇消防ポンプ購入事業� 5,654千円
〇小中学校体育館・武道場 LED化事業� 8,177千円

○衆議院議員選挙事業� 7,067千円
○住民税非課税世帯等臨時給付金事業�94,945千円
○子育て世帯への臨時特別給付金事業
� 81,957千円
〇新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業
� 60,597千円

Ｒ２年度 Ｒ３年度

15.0%

20.0%

25.0%

350.0%

20.0%

20.0%

実質赤字比率 0.0%
0.0%

連結実質赤字比率 0.0%
0.0%

将来負担比率 24.0%
8.1%

実質公債費比率 6.1%
5.9%

資金不足比率（水道事業） 0.0%
0.0%

資金不足比率（下水道事業） 0.0%
0.0%

◆実質赤字比率　……　一般会計等に生じてい
る赤字の大きさを、財政規模に対する割合
で表したもの
◆連結実質赤字比率　……　全会計に生じてい
る赤字の大きさを、財政規模に対する割合
で表したもの
◆実質公債費比率　……　借入金（地方債）の
返済額の大きさを、財政規模に対する割合
で表したもの
◆将来負担比率　……　借入金（地方債）など
現在抱えている負債の大きさを、財政規模
に対する割合で表したもの
◆資金不足比率　……　公営企業会計（上下水
道事業等）の資金不足を事業規模である料
金収入の規模と比較し、経営状態の悪化の
度合いを示すもの

決算収支状況

当年度純利益　2178万4873円

給水人口　
　6，215人

収入
1億7425万3806円
水道料金収入� 79.7％
営業外収入� 11.5％
その他の営業収入� 8.8％

受水費� 49.2％
減価償却費� 27.7％
人件費� 5.4％
支払利息� 0.5％
動力費� 2.6％
修繕費� 5.8％
その他の営業費用� 8.8％

支出
１億5246万8933円

令和３年度水道事業会計決算が９月定例議会で認定され
ました。
収益的収支については、
　収入　１億７４２５万３８０６円、
　支出　１億５２４６万８９３３円となり、
　差引　２１７８万４８７３円の利益となりました。
資本的収支については、
　収入　０円　支出　３２９３万５７７５円（税込）
となりました。
　収入額が支出額に不足する額�３２９３万５７７５円
（税込）は、過年度分損益勘定留保資金及び当年度分消費
税及び地方消費税資本的収支調整額で補填しました。
今後も経営の合理化に努め、財政の健全化に一層努力し
てまいります。

○年間給水量
　７１８，６２９㎥
○一日平均給水量
　１，９８５㎥
○一人一日平均給水量
　３１９ℓ

業務量
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